平成１４年度　第１回　アナログ１種　基礎科目


 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成抵抗が抵抗Ｒに等しく、かつ、抵抗Ｒ1が

　　　　（　ア　）オームのとき、Ｒに流れる電流は、全電流Ｉの１／３になる。　　　　　　（５点）

	①　５　　②　７．５　　③　１０　　④　１５　　⑤　２０
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　（２）　図－２に示す回路において、誘導性リアクタンスＸＬは、（　イ　）オームである。　（５点）

	①　９　　②　１２　　③　１５　　④　２０　　⑤　２４
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　（３）　Ｖボルトに充電したＣファラドのコンデンサをＣアンペアで定電流放電すると、Ｖ秒で０ボ

ルトになる。また、充電電圧を（　ウ　）倍にすると、静電エネルギーは、４倍になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（４）　正弦波交流における電圧の実効値は、最大値の（　エ　）倍になる。　　　　　　（５点）

	　
[image: image4.wmf]‡@

‚P

‚QƒÎ

‡A

‚P

‚Q

‡B

‚Q

ƒÎ

‡C

‚P

‚Q

‡D

ƒÎ

‚Q




第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　バイアス回路は、トランジスタ等の動作点の設定を行うための必要な（　ア　）を供給する

　　　　回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　交流電流　　②　直流電流　　③　バイパス信号　　④入力信号　　⑤　帰還電流


　（２）　図－１に示す正弦波形の入力電圧をＶＩとして、図－２に示す回路に加えたとき、この回路

　　　　出力電圧ＶＯの波形は、（　イ　）になる。ただし、ダイオードは理想的な特性をもち、

　　　　｜ＥＯ｜＞｜ＥＩ｜とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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（３）　トランジスタ増幅回路を接地方式により分類したとき、高周波特性が最も良いのは、（　ウ　）

　　　　接地の増幅回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　コレクタ　　②　ベース　　③　エミッタ


　（４）　トランジスタのエミッタ接地の直流電流増幅率βを、ベース接地の直流電流増幅率αで表す

　　　　と、β＝（　エ　）の式となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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　（５）　半導体の多数キャリアを電界によって制御する（　オ　）形のトランジスタは、ＦＥＴとい

　　　　われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　抵　抗　　②　イオン　　③　電流制御　　④　容　量　　⑤　電圧制御


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

　　　　（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＯＲ　　②　ＮＯＲ　　③　ＡＮＤ　　④　ＮＡＮＤ　　⑤　ＮＯＴ
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　（２）　次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）にな

　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）と出力ｃの

　　　　論理レベル（Ｃ）との関係式は、Ｃ＝（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　（５点）
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　（４）　図－３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

　　　　した部分を示す論理式は、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、電気通信回線への入力電流が１２ミリアンペア、その伝送損失が１キロメ

　　　　ートル当たり（　ア　）デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、電流計の読みは、３

６ミリアンペアである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の出力

インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　２．０　　②　２．２　　③　２．４　　④　２．６　　⑤　２．８　⑥　３．０
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　（２）　伝送損失のない一様な線路を（　イ　）で終端すると、電圧及び電流の大きさは、線路上の

　　　　どの点においても一様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　コンデンサ　　②　特性インピーダンス　　③　容量性リアクタンス　　④　純抵抗　　


　（３）　図－２において、一方の伝送ケーブルのインピーダンスをＺ1、もう一方の伝送ケーブルの

　　　　インピーダンスをＺ2とすると、その接続点における電圧反射係数は、（　ウ　）で表される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（４）　図－３に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号のレベ

　　　　ルが１５ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音レベルが０．０００１５ミリワットであ

るとき、この伝送路の受端におけるＳＮ比は、（　エ　）デシベルである。　　　　　（５点）

	　①　１５　　②　２５　　③　４０　　④　４５　　⑤　５０　　⑥　１００
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第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル信号やテレビ信号のように直流成分まで含む信号を伝送する場合の変調方式には、

図に示すように搬送波の周波数ｆ0を中心にしてフィルタで斜めにカットする方式が用いられ

ている。このような変調方式は、（　ア　）変調方式といわれる。　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＴＤＭ　　②　ＳＳＢ　　③　ＶＳＢ　　④　ＦＤＭ　　⑤　ＤＳＢ
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　（２）　アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な（　イ　）雑音、中継

　　　　器等の非直線性により生じる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフ

ィルタの特性等によって生じる漏話雑音等がある。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　補　間　　②　量子化　　③　ジッタ　　④　準漏話　　⑤　熱


　（３）　ＰＣＭ信号の元の音声信号は、ＰＣＭ信号を復号して（　ウ　）信号に戻したパルス列を、

　　　　低域フィルタに通して取り出すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＰＰＭ　　②　ＰＡＭ　　③　ＰＮＭ　　④　ＰＷＭ


　（４）　ＰＣＭ方式で、サンプリング周期を短くすると、原理的には、（　エ　）。　　　　（４点）

	　①　より高い周波数の信号の伝送が可能となる

　②　伝送可能な信号の周波数が低くなる

　③　より大きな振幅の信号の伝送が可能となる

　④　伝送可能な信号の振幅が小さくなる

　⑤　より周期の長い信号の伝送が可能となる


　（５）　光ファイバは、その中を通る光の（　オ　）により、単一モード形と多モード形とに分けら

　　　　れ、一般に、コア径は単一モード形の方が小さい。　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　波　長　　②　反射モード　　③　伝搬モード　　④　標本化
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第１問（ア）③　（イ）④　（ウ）④　（エ）④
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